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佐保地域 3 団体の定時総会が開催されました

　令和 7（2025）年度の佐保地域自治協議会、佐保地区自治連合会、佐保地区自主防災防犯協議会の定時総会が、
5 月 25 日にホテルリガーレ春日野で開催されました。それぞれの団体で、前年度の活動報告・決算報告、新年度
事業計画案・予算案・規約改正・組織変更（自治協議会）などが審議され、いずれも原案通り承認されました。
　本紙面では各団体の今年度役員・事業計画を中心に報告いたします。

本号紙面
1 ～ 3 面：自治協議会、自治連合会、自主防災協総会報告
４～ 5 面：佐保小学校関係 ほか
6 面　　：地域団体・自治活動 ほか
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～自治協議会・自治連合会・自主防災防犯協議会～

佐保地域自治協議会

　自治協議会の定時総会には昨年度より自治会長の皆様に

も参加いただいていますが、各自治会や地域住民はもちろ

んのこと、佐保地域内で活動する各種の法人や事業者も本

協議会に参画いただけることが、総会で改めて確認されま

した。地域の諸団体・個人が協働するためのプラットフォー

ムとして、さらなる活動の充実をめざします。

協議会組織変更 ～事業委員会の設置～

　佐保地域自治協議会は設立以来 6 年を経過しましたが、

これまでの経緯を踏まえ、より活動実態に合った組織にす

べく規約を改正し、協議会活動の活性化を図るものとしま

した。

　役員会のもとに各種の「事業委員会」を設置し、従来か

ら取り組んできた具体的な事業や、早急に取り組みが必要

な地域の課題に対して、実務を行う個人・団体を委員とし、

協議・協働の場を設けます。これにより、現状に即した実

践的な活動が、よりスムーズに行われることが期待できます。

　当面は、後述する今年度の事業計画に示す 6 つの事業委

員会を設置します。この事業委員会は、役員会の承認によ

り適宜設立できるものとします。

役職 氏名 所属団体
会 長 岡崎 忠直 佐保地区自治連合会

副 会 長 大島 國裕
佐保地区社会福祉協議会

佐保地区民生委員児童委員協議会

副 会 長 豊田 基城 佐保地区自主防災防犯協議会

監 事 皿木 博幸＊ 奈良市立佐保小学校

監 事 坂上 紀子 奈良市立佐保幼稚園

常任理事

事務局長
渡部 文雄 佐保地区自治連合会

常任理事

会 計
福井 俊晴 佐保地区自治連合会

常任理事 高松 義直 佐保地区自治連合会

常任理事 山本 靖弘 自治会

常任理事 廣岡 博子 ＊ 佐保北部婦人会

常任理事 安田留美子 日本赤十字奉仕団佐保分団

常任理事 浅川 清仁 佐保地区自治連合会

常任理事 横田 好弘 船橋商店街協同組合

常任理事 大久保めぐみ ＊ あいのそのこども園

常任理事 眞野 照己 ＊ 若草地域包括支援センター

常任理事 安井佐紀子 ＊ 自治会

＊は新任役員

今年度から役員を 14 名から 16 名に増員

役員名簿
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佐保地域自治協議会　事業計画

佐保まつり実行委員会
「佐保まつり」（11 月 10 日、奈良育英学園を会場に開

催）の企画・運営。

地域環境整備委員会
昨年度から始められた「佐保地域クリーンキャンペー

ン」等、佐保地域全域を対象に自治会の協力で美化・

環境整備活動を展開する。

地域交流委員会
「佐保ふれあい食堂」（地域食堂）を子ども達を中心と

し世代を超えた地域交流の場として展開する。

その他、子どもの居場所づくり、多世代交流などに関

わる事業の検討・推進を図る。

地域広報委員会
地域広報紙「佐保ひろば」の発行、ホームページの管

理等。

通学路見守り委員会
小学校の再編統合を見据え、関係団体・機関と協力し

通学路見守り体制を検討。新校舎建設工事中の対応を

早急に取りまとめる。

声掛け挨拶運動委員会
啓発活動の継続

定例会合等
・役員会：月 1 回開催

・�自治連合会、自治協議会合同事務局会議：月 1 回開

催

・�佐保地域ふれあい会館 指定管理者運営会議（会館の

管理運営、利用促進）

・�一括交付金運用会議（市交付金の自治協、自治連、

自主防 3 団体への配分調整）

その他
・�「若草中学校区新小学校開校準備委員会」への参画、

広報活動

・行政・関連機関との連携、会議体等への参画

佐保地区自治連合会

役職 氏名 所属自治会

会 長 岡崎 忠直 法蓮町南一丁目

副 会 長

事務局長
福井 俊晴 高天市西町

副 会 長 浅川 清仁 佐保川東町

会 計 藤岡 　脩 内侍原町

監 事 平松 文男 イトーピア奈良パークサイド

監 事 櫻井 俊弘 法蓮南町

常任委員 川本 慶一 北市南町

常任委員 豊田 基城 奈保町

常任委員

事務局長補佐
渡部 文雄 西包永町第二

常任委員 五十嵐創一 法蓮佐保町

常任委員 堀井 博司 法蓮桜町

常任委員 岡橋 正廣 阪新屋町

顧 問 高松 義直 奥芝町

事業計画

地域課題プロジェクト活動
・一条通り現状改善プロジェクト

・自治会活動対策プロジェクト

・佐保川周辺クリーンキャンペーン（旧佐保川清掃）

佐保地域自治協議会の諸活動支援
・役員会・事業委員会への参画

・佐保地域ふれあい会館の管理運営支援活動

・佐保ふれあい食堂支援活動

・「佐保まつり」開催支援

・広報活動支援

佐保地区自主防災防犯協議会への支援活動
防災訓練、防犯パトロール等への参画

行政との連携活動
行政通達・連絡事項の情報提供、地域要望の調整

若草中学校区新小学校開校準備委員会の支援活動
2 小学校再編統合に係る委員会への参画

佐保地区自治会長研修会開催
自治会活動全般に関する研修、情報・意見交換等

定例会合等
・役員会：月 1 回開催

・自治連合会、自治協議会合同事務局会議：月 1 回開催

役員名簿
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佐保地区自主防災防犯協議会

役職 氏名 部会役職

会 長 豊田 基城

副 会 長

事務局長
川淵 眞澄　

副 会 長 浅野 雄三　 災害対策部長

副 会 長 川本 慶一　　 防災訓練対策部長

会 計 中川 英幸

監 事

会計監査
皿木 博幸　　

部 長 森田 健　　 防災防犯巡視部長

部 長 斎藤 幸治　　 交通安全対策部長

常任委員 綿谷 克己

常任委員 長岡 光彦

常任委員 佐埜 敏子

常任委員 横田 政江

常任委員 松岡 敬子

事業計画

災害対策部
・各自治会内での災害時の体制の確立

・�避難行動要支援者の「避難行動個別計画・支援プラン」

の提出を各自治会に依頼

・�一時（いっとき）避難場所未設置自治会にその確保

の支援と指導

・�自治会長の防災・防犯への取り組み強化対策として

の研修会実施

・�避難所運営自治会による二次避難所の「避難所運営

マニュアル」づくりの支援

防災訓練対策部
・�6月22日、佐保小学校にて避難所開設訓練を開催（工

事中のため自治会長・駆けつけ隊により実施）

・�地域住民の防災意識高揚のため、ブロック単位での

出張訓練の実施と非常時の体制づくりの指導等（救

急法の指導、常時の持ち出し品のチェック・災害時

の備え等）

・防災設備、機材のメンテナンスと管理

防災防犯巡視部
◇地域パトロール
・�防災防犯統一行動の実施（年 2 回）および啓発用統

一チラシの作成

・�各ブロックにてパトロール活動継続実施・未実施自

治会に実行促進

◇青色パトロール
・�14 台の登録車両により、巡回日程予定表に基づき

毎月佐保校区の巡回を継続実施

・�パトロール者運転者の高齢化により、後任運転者の

募集と養成（現行 10 ～ 11 台稼働）

交通安全対策部
・�特に児童の交通安全確保のため、危険個所の再度見

直し・解決策の検討をもとに、関係機関へ改善の働

きかけ、早期解決の要望書提出等

・�大仏鉄道記念公園前の児童登校時見守り継続実施、

新たな見守り隊員の確保

部会・班 氏名

災害対策部
災害対策班長 佐埜 敏子

要支援者支援班長 眞野 照己

防災訓練対策部

避難所開設班長 安田 留美子

避難誘導班長 横田 政江

避難誘導班長 松岡 敬子

給食給水班長 廣岡 博子

防災防犯巡視部
地域パトロール班長 綿谷 克己

青色パトロール班長 長岡 光彦

交通安全対策部
交通安全班長 管 裕可里

学童安全班長 横田 政江

役員名簿

避難所運営マニュアルの発行

　佐保地区自主防災防犯協議会

から「佐保地区避難所運営マ

ニュアル」が発行され、総会で

自治会長ら出席者に配布されま

した。



オープンスクールが開催されました！
佐保小学校

　6 月 21日、佐保小学校でオープンスクールが開催され、

多くの保護者や地域の方々が来場し、子どもたちの学校で

の様子を温かく見守りました。

　この日は、日ごろの子どもたちの学びの成果を見てい

ただく貴重な機会となりました。各学年では、通常の授

業が公開され、子どもたちが真剣に課題に取り組む姿や、

活発な意見交換をする様子が披露されました。来場され

た方々は、子どもたちが日々どのように学習を進めてい

るのか、その一端を知ることができたと、感心した様子

でした。どの教室でも、子どもたちはいつも以上に張り

切って授業に参加し、その頑張る姿を見ることができま

した。

恒例のマーチングバンドも大活躍！
　オープンスクールのハイライトの一つとして、佐保小

学校が誇るマーチングバンドの演奏が披露されました。

特に今回は、3 年生の新入部員たちによる初々しい演奏

で幕を開けました。まだ慣れない手つきながらも、一生

懸命に楽器を演奏する子どもたちの姿は、来場者の心を

しっかりと掴み、多くの笑顔と温かい拍手を集めました。

南校舎、プールの解体が進行中
佐保小学校 新校舎改築工事の進捗状況

　佐保小学校の新築工事が着々と進行しています。現在、

旧校舎の一部およびプールの解体工事が本格的に進めら

れており、敷地内では重機による作業が行われています。

　この解体作業が完了次第、工事は次の段階へと移行し

ます。主に敷地の南東部分から、新校舎の基礎工事が開

始される予定です。新しい学び舎の完成に向けて、いよ

いよ建物の土台が築かれることになります。

　工事の進捗状況や今後の詳細な工程については、佐保

小学校の公式ウェブサイトにて工事完成までの全体工程

表及び月間工程表が公開されています。保護者の皆様、

地域の皆様は、ぜひ下記 URL より最新情報をご確認く

ださい。

佐保小学校ホームページ  https://saho-e.naracity.ed.jp/

南校舎の解体工事（6 月下旬）

全体工程表（部分）

　この日の演奏は、今後のマーチングバンドの成長を予

感させる素晴らしいものでした。新入部員たちのこれか

らの活躍に、期待が膨らみます。佐保小学校では、これ

からも地域との連携を深め、子どもたちが様々なことに

挑戦し、大きく成長できるような機会を提供していきま

す。今回のオープンスクールを通して、子どもたちの学

校生活への理解がさらに深まったことでしょう。
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　鼓阪地域を対象とした「佐保小学校・鼓阪小学校の統合

再編に関する説明会」（市教委）が仲川市長、北谷教育長↗　

　第 6 回若草中学校区新小学校開校準備委員会が 6 月

26 日に開催されました。主な内容は以下の通りです。

◇前回委員会（4/24）以降の経過（市教委からの報告）

◇����������今後の取組課題～校名の選定について～

「校名」については、事務局で提示した「校名選定手

順（案）」を基に、意見交換を行い概ね以下の事項が

了承されました。

・�校名は、広く地域の声を反映して策定すべく、在校児童・

保護者・地域住民を対象に「新しく開校する学校の校

名」を公募し、本委員会、学校、教育委員会の協力で

検討を進める。

・�本委員会で絞り込んだ校名案を教育委員会へ報告し、市

議会における関連条例改定等の手続きを経て決定され

る。この過程において、透明性、公平性に十分配慮する。

◇��今後の予定

　8 月下旬　次回委員会開催、方針決定

　9 月　　　校名公募等の地域への広報・資料配布

　10 月　　 校名公募

　2 月　　　委員会から校名候補を教育委員会へ報告

＊委員会の資料等は佐保地域自治協議会 HP でご覧いただけます。

　佐保地域自治協議会では、当面する工事中の通学路の

見守りや学校統合再編後の通学路も見据えて、「通学路

見守り検討委員会」を設置しています。

　これまで見守り活動にご協力頂いてきた、民生委員児

童委員会協議会・自主防災防犯協議会・万年青年クラブ

等の代表の方に加え、小学校・PTA・自治連合会のメ

ンバーに参加いただき、5 月から検討を進めており、6

月 26 日に第 3 回会合を開催しました。以下の事項が確

認され、7 月上旬から新しい体制で見守り活動を進める

こととなりました。

・�これまで参加いただいてきた団体に加え自治連合会や

近隣自治会等へ協力を呼びかけ、従来より見守り個所

を増やし学校周辺の約 10 ヶ所で活動を行う。

・�見守りに協力いただく方は、統一したベスト、黄旗を

使用し見守り活動を明示する。

・学校や協力団体間の連絡体制の充実を図る。

　6 月 22 日、佐保小学校体育館で佐保地区防災訓練が

実施されました。なお今年は小学校工事中のため、自治

会長及び自主防災防犯協議会等関係団体の方 150 名余

の方に参加頂きました。

　訓練の内容は以下の通りです。受付後、参加者を 4

グループに編成し、各訓練を体験しました。

・受付訓練（今回は紙記載方式）

・非常食、飲料水配布

・煙体験

・救急訓練（心肺蘇生法、心臓マッサージ）

・車椅子乗降、搬送

・段ボールベット組立及び撤去

・担架の乗降及び搬送

　今後、奈良市により 8 月 31 日（日）に「市民いっせ

い避難登録訓練」（スマホ等を用いた避難所受付システ

ムの入力操作の体験）、11 月 9 日（日）に「奈良市総

合防災訓練」が行われる予定です。

　６月 22 日、第 1 回佐保まつり実行委員会が開催され

ました。昨年の開催内容（出店、出演グループ、参加者

数、テント等会場施設配置、問題点等）の確認を踏まえ、

今年度の実施へ向けて協議を行い、以下の事項が確認さ

れました。

・開催日：11 月 9 日（日）（11/8（土）準備作業）

・�会場（奈良育英学園）の制約を考慮し、屋外会場のテ

ント等施設規模は昨年並みとし、今後、出店希望の団

体、店舗等を募る。

・�昨年の課題として、会場内案内誘導の充実、資機材準

備体制の見直し、廃棄物の処理等について改善を図る。
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新小学校開校に関する動き
佐保・鼓阪小学校再編統合

校名選定に向けて

通学路見守りを強化

鼓阪地区でも説明会

↘の出席の下、6月8日鼓阪小学校体育館で開催されま

した（佐保地域では既に4月27日開催）。

　説明会では、奈良市教育委員会からこれまでの経緯、新

校舎建設工事、開校までのスケジュール等の説明があり、

これを受けて参加者からの多くの質問、意見が提起されま

した。

　会場からは、統合再編計画自体を問う意見を中心に、

通学路や鼓阪小学校の跡地利用等、多岐にわたる声が上

がり、2 時間余り話し合いが続きました。

　なお、説明会資料や質疑応答の内容等は奈良市教育委

員会 HP でご覧いただけます。

佐保地区防災訓練が行われました
自治会長など約 150 名が参加

佐保まつり   11 月 9 日（日）に開催
第 1 回実行委員会で協議



佐保地域自治協議会は、地域の住民やさまざまな団体（自治会、
各種団体、NPO 等）が行政とも連携しながら、まちづくりに
ついて協議し、協働して課題解決を目指す場です。

自治協議会 HP自治協議会 HP

　　佐保自治活動抄録　5 ～７月

22 日 自治連、自治協事務局会議　▽ 25 日 

自治協議会、自治連合会、自主防災定時総会 

▽ 25 日 通学路見守り検討委員会　▽ 28 日

佐保幼稚園園庭除草作業支援

5 月

6 月

6

2 日 佐保ふれあい会館除草作業、同会館備品

整理、倉庫整理、不用品処分　▽ 3 日 通学

路交通安全プログラム巡察（佐保、鼓阪小校区）　

▽ 8 日 佐保川周辺クリーンキャンペーン、鼓阪

地区 小学校再編統合説明会　▽15 日 佐保

ふれあい食堂　▽ 21日 佐保小学校オープンス

クール、自治連・自治協事務局会議、自治協

議会役員会　▽ 22 日 佐保地区防災訓練、通

学路見守り検討委員会、佐保まつり実行委員会

▽ 26 日 若草中学校区新小学校開校準備委員

会　▽ 29 日 奈良市自治会長研修会

7 月 6 日 自治連合会役員会　

　　佐保地域 会合・催事等予定

7 月 17 日 自治連・自治協事務局会議

19 日 佐保ふれあい食堂（7/20 予定を変更）

27 日 自治連合会役員会

下旬　佐保まつり実行委員会

8 月 12 ～17 日　佐保ふれあい会館休館

17 日 佐保ふれあい食堂（若草公民館）

21日 自治連・自治協事務局会議

24 日 夏季統一防犯パトロール

31日 自治連合会役員会

下旬　若草中学校区新小学校開校準備委員会

　　　自治協議会役員会

　法蓮町の一角に、最近にぎやか

になってきた貸農園があるのをご

存じでしょうか。

法蓮町の貸農園法蓮町の貸農園ほっとひといきほっとひといき
～まちの話題～～まちの話題～

　一条通り「ウェルシア」から北へ少

し入ったところに、その畑はあります。

長年こちらで野菜作りをされている O

さん（８０代）によると、ここはもともと田んぼで、畑

作のできる状態ではなかったのですが、天理の農地から

無償で腐葉土を譲り受けることができ、数年かけて車で

腐葉土を運び入れて畑地に作り替えたのだそうです。

　畑の楽しみは、やはり「生

きもの」を育てるところに

ある、と O さんは言います。

種をまくと芽が出てくる、苗

が根づく、そして花が咲き実

がなる、という植物の成長が

体験でき、収穫の喜びが味わ

えます。子育てと同じように

最近シカによる食害が増え、対
策として侵入防止ネットを張り
巡らせている。

絶えず目をかけてやることが大切で、土づくりや施肥、

病害虫への対応など、野菜とともに歩むという姿勢で励

んでおられるそうです。

　かつては万年青年クラブのメンバーに貸し出されてい

たそうですが、近年では特に制限なく、希望する市民へ

広く貸し出しています。若い世代も少しずつ増え、家族

連れや保育園児も畑を訪れてにぎやかな声が響くように

なっています。

　昨年には、子どもに関わる仕事をされている女性お二

人が、ここで〈豆とキチ〉という畑を始められました。

子どもたちも、だれでも来

ていい、「みんなの居場所」

「心の基地」として、土に

触れながらほっこり過ごせ

る小さなイベントも開催し

ています。「子どもたちが

畑に来ると、周囲の畑のみ

なさんも気にかけて声をか

けてくださいます。微笑ま

しいのと同時に、安心して

暮らせるつながりと場所が広がっていったら嬉しいなと

思う瞬間です」と話すお二人。畑がつなぐ人の縁、心の

居場所が、今後も広がっていきそうです。

　農地の貸し出しについて興味のある方、詳しく知りた

い方は、管理されている「耕友会」までお問い合わせく

ださい。（世話役・中西さん  TEL：090-8531-3757）

〈豆とキチ〉での収穫の様子〈豆とキチ〉での収穫の様子

広報紙広報紙
電子版電子版

ふれあい食堂ふれあい食堂
予約予約

ふれあい食堂ふれあい食堂
ブログブログ




